
秋 田市 公 共 基 準 点 復 元 測 量 作 業 実 施 要 領

第 1章 総 則

(目  的 )

第 1条  公 共 基 準 点 の 位 置 復 元 の 方 法 を 規 定 す る こ と に よ り 、 そ の 規 格 の 統

一 を 図 る と と も に 、 復 元 作 業 関 連 資 料 の 標 準 化 お よ び 必 要 な 精 度 を 確 保 す

る こ と を 目的 と す る 。

(公 共 基 準 点 の 復 元 )

第 2条  公 共 基 準 点 の 復 元 と は 、 工 事 施 行 等 に よ り き 損 ・亡 失 の 恐 れ の あ る

街 区 三 角 点 お よ び 街 区 多 角 点 を 維 持 管 理 す る た め の 引 照 点 設 置 お よ び 復 元

す る こ と を い う。

第 2章  復 元 作 業

(位 置 復 元 の 方 法 )

第 3条  公 共 基 準 点 の 位 置 復 元 は 、 次 の 方 法 に よ り行 う も の と す る 。

(1)構 造 物 引 照 法

(2)水 糸 法 (X型 、 V型 、 T型 )

( 3 )レ ー ザ ー 法 (X型 、 V型 、 T型 )

( 4 ) T S法 (X型 、 V型 、 T型 )

( 5 )放 射 法

(6 )標 高 の 保 全 ・復 元

2 引 照 点 の 設 置 を 伴 わ な い 公 共 基 準 点 の 位 置 復 元 作 業 に あ っ て は そ れ ぞ

れ の 復 元 作 業 の 内 容 に 準 じ て 行 う。
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(工 程 別 作 業 区 分 及 び 順 序 )

第 4条  公 共 基 準 点 の 位 置 復 元 に お け る 工 程 別 作 業 区 分 お よ び 順 序 は 次 の と

お り と す る 。

(1)作 業 計 画

(2)選 点

(3 )引 照 点 等 の 設 置 お よ び 公 共 基 準 点 の 復 元

(作 業 計 画 )

第 5条  作 業 計 画 は 、 現 地 に お い て 公 共 基 準 点 の 設 置 状 況 を 調 査 し 、 位 置 復

元 の 方 法 を 選 定 す る 。

(選 点 )

第 6条  選 点 は 、 現 地 に お い て 引 照 点 等 又 は 構 造 物 引 照 法 に 用 い る 構 造 物 の

位 置 を 選 定 す る 。

(引 照 点 の 設 置 及 び 公 共 基 準 点 の 復 元 )

第 7条  引 照 点 の 設 置 は 、 公 共 基 準 点 と 引 照 点 の 水 平 角 観 測 お よ び 距 離 測 定

又 は 構 造 物 引 照 法 に 用 い る 構 造 物 ま で の 距 離 測 定 等 を 行 う作 業 を い う。

2 公 共 基 準 点 の 復 元 は 、 施 工 後 に 引 照 点 の 設 置 で 得 ら れ た 成 果 等 を 使 用

し て 公 共 基 準 点 を 復 元 す る 作 業 を い う。

(位 置 復 元 作 業 に 使 用 す る 機 器 等 )

第 8条  位 置 復 元 作 業 に 使 用 す る 機 器 は 、 次 表 に 揚 げ る も の 又 は こ れ ら と 同

等 以 上 の も の と す る 。

光 波 測 距 儀 (2級 短 距 離 型 )

相 当

量 機 器 級 別 性 能 分 類 表 」に

る

測
　
じ

Ｆ
　

準

X型 、 V型 、 T型 、

放 射 法

3級 レベ ル 相 当 標 高 の 保 全 ・復 元
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レー ザ ー 基 準 出 し器 縦 ラ イ ン ※ 精 度 ± l l l l I I 1 / 1 0 m X型 、 V型 、 T型

鋼 巻 尺 」IS  l)彼 構 造 物 引 照 法

水 糸 φ O.5 mm夢 こ ャま  φ O.8 111111 X型 、 V型 、 T型

機 器 性 能 摘 要

2級 トー タ ル ス テ ー シ ョ ン 相

当

「測 量 機 器 級 別 性 能 分 類 表 」に

準 じ る

X型 、 V型 、 T型 、

放 射 法

2級 セ オ ドラ イ ト相 当

※  縦 ラ イ ン :基 準 器 に よ る レ ー ザ ー 光 (仰 角 約 70° ～ 俯 角 約 70° )の 照

射 ラ イ ン を 指 す 。

(機 器 の 点 検 ・調 整 )

第 9条  引 照 点 の 設 置 お よ び 公 共 基 準 点 の 復 元 に 使 用 す る 機 器 は 、 適 宜 、 点

検 お よ び 調 整 を 行 う も の と す る 。

(観 測 の 実 施 )

第 10条  観 測 は 、 次 の 定 め る と こ ろ に よ り実 施 す る も の と す る 。

(1) T Sに よ る 観 測

ア .水 平 角 観 測 は 、 方 向 観 測 法 に よ り 、 所 定 の 水 平 目 盛 で 所 定 の 対

回 数 を 行 う も の と す る 。

イ .鉛 直 角 観 測 は 、 所 定 の 対 回 数 を 行 う も の と す る 。

ウ .距 離 測 定 は 、 所 定 の セ ッ ト数 を 行 う も の と す る 。

(2)高 低 差 の 観 測

直 接 水 準 測 量 に よ り行 う も の と す る 。 た だ し 、 地 形 、 そ の 他 の 状 況 に

よ り 間 接 水 準 測 量 を 併 用 す る こ と が で き る 。

(観 測 の 手 順 )

第 11条  観 測 の 手 順 は 、 第 3条 (位 置 復 元 の 方 法 )の 各 方 法 に よ り 実 施 す る

も の と す る 。
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(位 置 復 元 資 料 の 整 理 )

第 12条  作 業 が 終 了 し た と き は 、遅 滞 な く 、復 元 作 業 に 関 す る 資 料 を 整 理 す

る も の とす る 。

附 則  こ の 要 領 は 平 成 19年 10月 1日 よ り施 行 す る 。
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